
　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
い
の
ち
・
自
然
・
く
ら
し
」

を
脅
か
す
原
発
と
は
共
存
で
き
な
い
と
考
え
、
原
発

の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
５
つ
の
団
体
と
と
も
に
「『
六
ケ
所

再
処
理
工
場
』に
反
対
し
放
射
能
汚
染
を
阻
止
す
る
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、「
阻
止
ネ
ッ
ト
」）を
設
立

し
、
脱
原
発
運
動
を
全
国
に
広
げ
て
い
ま
す
。

　
阻
止
ネ
ッ
ト
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
で
始
ま
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
「
海
洋
放

出
」に
対
し
、
人
体
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
懸
念
し

て
抗
議
の
声
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
問
題
提
起
を
続

け
て
い
ま
す
。

※

２ 
阻
止
ネ
ッ
ト
呼
び
か
け
団
体

　
　

 

生
活
協
同
組
合
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
、一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
、

生
活
ク
ラ
ブ
事
業
連
合
生
活
協
同
組
合
連
合
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本

消
費
者
連
盟
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同
組
合
連
合
会

放射能処理水「海洋放出」の閣議決定に
阻止ネットとして抗議しました。

阻止ネット主催「ＡＬＰＳ処理水学習会とフクシマの今」より
　

２
月
29
日
、
阻
止
ネ
ッ
ト

主
催
の
学
習
会
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
さ
れ
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
か
ら
約
1
7
0
人
の

組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

代
表
理
事
の
日
高
容
子
さ
ん

は
開
会
挨
拶
の
中
で
、「
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
は
、
事

故
後
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

た
地
下
水
や
雨
水
を
大
量
に

保
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
政
府
と
東
京
電
力
は
、

２
０
２
３
年
８
月
24
日
か
ら

30
年
か
け
て
、『
十
分
に
希
釈

し
て
』
と
説
明
し
、
福
島
県

沖
へ
の
放
出
を
開
始
し
ま
し

た
。
事
故
を
起
こ
し
た
原
発

か
ら
の
排
水
に
、
何
が
含
ま

れ
る
の
か
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
環
境
へ
の
影

響
、
人
体
へ
の
影
響
、
特
に

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
が
大
変
心
配
で
す
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
講
師
の
一

人
と
し
て
、
原
子
力
資
料
情

報
室
共
同
代
表
の
伴
英
幸
さ

ん
が
、
専
門
的
な
立
場
か
ら

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
電
力
が
公
表
し
て
い

る
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
に

向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
２
０
５
１
年
に
原

子
炉
施
設
の
解
体
を
終
了
す

る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
実
際
は
、
燃
料

デ
ブ
リ
の
取
り
出
し
作
業
一

つ
を
と
っ
て
も
予
定
が
大
幅

に
遅
れ
る
な
ど
、
深
刻
な
状

況
が
次
々
に
発
生
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
な
お
東
京
電
力
は

「
２
０
５
１
年
に
廃
炉
」
を

変
更
し
て
い
な
い
（
図
１
）。

　

２
０
２
３
年
８
月
に
始
ま

っ
た
海
洋
放
出
は
、
今
後
30

年
間
続
く
と
い
う
。
し
か
し
、

長
期
に
わ
た
る
放
出
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
も
、

原
子
力
規
制
委
員
会
も
、※Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
も
、
誰
も
評
価
し
て

い
な
い
。
こ
こ
に
問
題
が
あ

る
。
東
京
電
力
は
、Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
な
ど
の
浄
化
処
理
に
よ
っ

て
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
60
種

以
上
の
放
射
性
物
質
を
除
去

で
き
る
と
言
う
が
、
た
と
え

検
出
限
界
値
未
満
で
あ
っ
て

も
30
年
も
の
間
放
出
が
続
け

ば
、
海
中
に
蓄
積
し
た
放
射

性
物
質
に
よ
る
魚
介
類
の
汚

染
や
、
そ
れ
を
食
べ
続
け
る

こ
と
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
放
出
開
始
か
ら

わ
ず
か
半
年
の
間
に
複
数
の

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
の
現
状
と
抱
え
る
困
難

講演

講師　伴 英幸さん
認定特定非営利活動法人
原子力資料情報室
共同代表　

当日の学習資料（原子力資料情報室作成）より。
廃炉までに必要な作業として「使用済燃料プールからの燃料取り出し」「燃料デブリの取り出し」
「原子炉施設の解体等」とあるが、その後の廃棄物処理については触れていない。

事
故
も
起
き
て
い
る
。
２
０

２
３
年
10
月
、
作
業
員
２
人

が
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
配
管
洗
浄
中

に
飛
び
散
っ
た
廃
液
を
浴
び

た
。
防
水
服
の
着
用
が
徹
底

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
だ
と
い
う
。
ま
た
今
年

２
月
に
も
、
配
管
の
洗
浄
作

業
の
際
に
弁
を
閉
め
忘
れ
た

た
め
、
汚
染
水
の
浄
化
装
置

か
ら
放
射
性
物
質
を
含
む
水

が
屋
外
に
漏
れ
出
し
た
。
ど

ち
ら
の
事
故
も
き
ち
ん
と
確

認
し
て
い
れ
ば
起
き
な
か
っ

た
は
ず
。
無
責
任
で
杜
撰
な

作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と

言
え
る
。

　

長
期
に
及
ぶ
海
洋
環
境
の

放
射
能
汚
染
に
対
処
す
る
に

は
、
ま
ず
「
地
下
水
の
侵
入

を
止
め
て
汚
染
水
を
増
や
さ

な
い
」、
次
に
「
同
じ
水
を

再
利
用
す
る
循
環
冷
却
に
移

行
す
る
」、
そ
の
う
え
で
「
浄

化
し
た
処
理
水
を
セ
メ
ン
ト

固
化
す
る
」
べ
き
だ
と
考
え

る
。

※

国
際
原
子
力
機
関
。
原
子
力
の

平
和
利
用
を
促
進
し
、
核
技
術

が
軍
事
転
用
さ
れ
な
い
よ
う
に

核
査
察
な
ど
の
保
障
措
置
を
行

う
。

（図１）

「３.20さようなら原発全国集会」に参加

　

３
月
20
日
、「『
さ
よ
う
な
ら
原

発
』
一
千
万
署
名 

市
民
の
会
」
が

主
催
す
る
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全

国
集
会
」
が
、
東
京
の
代
々
木
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
時
折
冷
た
い
雨
も
降
る

中
、
数
千
人
が
全
国
か
ら
集
結
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
集
会
の

呼
び
か
け
人
を
は
じ
め
、
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
、
福
島
や
東
海

村
な
ど
原
発
を
抱
え
る
地
域
か
ら

の
参
加
者
が
次
々
に
登
壇
し
、
思

い
を
訴
え
ま
し
た
。
集
会
終
了
後

は
参
加
者
に
よ
る
デ
モ
も
行
わ
れ
、

街
行
く
人
た
ち
に
脱
原
発
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

よ
り
組
合
員
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

※ＡＬＰＳという放射性物質除去装置は７２核種を除去すると言われている。
出典元（「まだまだ終わらない東京電力福島第一原発事故現在の緊急課題と問題点
を考える」　伴 英幸さん（原子力資料情報室 共同代表）より）

No.189

原発事故の現状 ～ＡＬＰＳ処理水海洋放出～

グリーンコープ共同体組織委員会

　東京電力福島第一原発事故のＡＬＰＳ処理水の海洋
放出は「薄まるから問題ない」との政府や東京電力の
言説ですが、本当にそうでしょうか？放出されたＡＬ
ＰＳ処理水の中には取り切れないトリチウムだけでは
なく、ウラン、プルトニウムをはじめ６２種類の放射
性核種が入っているそうです。
　心配なのは海洋環境への影響です。複雑な海底の地
形や海流により放射性物質のホットスポットのように
なり、海の中で食物連鎖が起こることで放射性物質が
濃縮してしまうことは容易に想像できます。人間は食
物連鎖の頂点にいます。汚染された海藻や魚介類を食
べれば内部被ばくし、健康を害する恐れも心配されて
います。
　事故を起こした原発の廃炉が見通せない中、これか
ら３０年以上放出し続けていいのでしょうか。汚染水
を増やさず循環冷却に移行する方法など海洋放出以外
の方法を提案する科学者もいます。これからもグリー
ンコープは海洋放出に反対していきます。

グリーン未来ソーラー売電量
23,091kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所売電量
2,766kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

神在太陽光発電所売電量
69,160kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
31,635kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
115,143kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
3,299kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所売電量

3,313kWh
定格出力54kW（16世帯相当）

2024年2月の売電量

一般社団法人グリーンコープでんきから

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」
という願いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に
協力しましょう

私たちのひろがれ
! 発電所

グリーンコープ・グリーン電力出資金
11,012人 1,109,370,000円 （2024年3月26日現在）

※

※１ 多核種除去設備

※

２

　2021年４月13日、政府は、東京電力福島
第一原発から発生し続けている放射能汚染水に
ついて、ＡＬＰＳなどで浄化処理を行ったうえ
で「海洋放出」すると閣議決定しました。それ
を受けて、阻止ネットは、2021年４月30日
付で、内閣総理大臣と経済産業大臣に宛てて、
「放射能処理水の『海洋放出』の閣議決定に抗議
します」という文書を届けました。
　2023年８月24日に開始されたＡＬＰＳ処
理水の「海洋放出」は、30年間という長期にわ
たって継続される予定です。阻止ネットでは、
今後も現状を注視し、市民としてできることを
考えていきます。

グリーンコープは、全国の仲間とともに、
東京電力福島第一原発の
ＡＬＰＳ処理水の「海洋放出」に反対します！
※１
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基準超えがタンク群の約７割

409,800

369,700

209,400

161,700

56,800

～１倍 １～５倍 ５～10倍 10～100倍 100～19,909倍

基準超えの割合

34%
31%

17%

13%

5%

東電HDホームページより作成
（2022年12月31日現在）

基準をクリアするまで
幾度もALPS処理を
繰り返す

講師 伴 英幸さん
NPO法人原子力資料情報室
共同代表

私が住んでいる街は、自然が豊かで街並みも
きれいで、とても生活しやすいところです。子ど
もたちもこの街が大好きです。ずっとここで暮ら
していきたいと思っています。でも、この街には
県庁所在地に存在する国内唯一の原子力発電所
があるのです。今の暮らしを大切にしたいという
私たちのささやかな願いとは違う方向に話は進
み、今年の夏に再稼働しそうです。
原子力発電に絶対の安全なんてありません。

みどりの地球をみどりのままで子どもたちに手
渡すために、自分たちの故郷を自分たちで守り、
子どもたちの未来を守るために、原発フリーの
再生可能エネルギーのグリーンコープでんきを
選びます。
何を選ぶのかは私たち自身。

中本 千帆子

グリーンコープ生協（島根）
理事長

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
い
の
ち
・
自
然
・
く
ら
し
」
を
脅
か
す
原
発
と
は
共
存
で
き
な
い

と
考
え
、
脱
原
発
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
９
月
27
日
、
共
同
体
組
織
委

員
会
は
、
原
子
力
資
料
情
報
室
共
同
代
表
の
伴
英
幸
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
２
０
２
３
年
度

脱
原
発
学
習
会
を
福
岡
市
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
１
７
１
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
現
在
の
様
子
や
海
洋
放
出
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て

様
々
な
視
点
か
ら
指
摘
し
た
講
師
の
話
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
脱
原
発
社
会
の
実
現
に
向
け

て
運
動
を
広
げ
て
い
く
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

な
ぜ
汚
染
水
は

増
え
続
け
て
い
る
の
か

事
故
を
起
こ
し
た
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

は
、
２
０
５
１
年
ま
で
の
廃

炉
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か

し
、
廃
炉
ま
で
の
40
年
と
い

う
期
間
に
確
か
な
根
拠
は
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
様

々
な
こ
と
が
計
画
よ
り
遅
れ

て
い
る
。
敷
地
内
は
汚
染
水

を
浄
化
処
理
し
て
貯
め
た
タ

ン
ク
で
埋
ま
り
、※

燃
料
デ
ブ

リ
の
取
り
出
し
作
業
を
考
え

る
と
タ
ン
ク
を
増
設
す
る
場

所
さ
え
な
い
。
そ
の
こ
と
が

今
回
海
洋
放
出
に
至
っ
た
理

由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
汚
染
水
が
発
生
す
る

の
か
。
福
島
第
一
原
発
で
は
、

現
在
も
燃
料
デ
ブ
リ
を
冷
却

す
る
た
め
に
原
子
炉
へ
の
注

水
が
続
い
て
お
り
、
燃
料
デ

ブ
リ
に
触
れ
た
水
は
高
い
濃

度
の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ

汚
染
水
と
な
る
。
そ
こ
に
原

子
炉
建
屋
内
に
入
り
こ
ん
だ

大
量
の
地
下
水
や
雨
水
が
混

じ
る
こ
と
で
、
新
た
な
汚
染

水
が
発
生
し
続
け
て
い
る
。

地
下
水
の
侵
入
を
止
め
る

た
め
に
、
国
費
を
投
じ
て
凍

土
遮
水
壁
が
設
置
さ
れ
た
が
、

２
０
２
２
年
度
も
毎
日
93
㎥

の
汚
染
水
が
発
生
し
て
お
り
、

結
果
的
に
凍
土
遮
水
壁
は
地

下
水
の
侵
入
を
止
め
切
れ
て

い
な
い
。

海
洋
放
出
は

ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
か

汚
染
水
の
処
理
方
法
に
つ

い
て
は
、
汚
染
水
処
理
対
策

委
員
会
の
専
門
家
チ
ー
ム
で
、

５
つ
の
方
法
（
地
層
注
入
・

水
蒸
気
放
出
・
水
素
放
出
・

地
下
埋
設
・
海
洋
放
出
）
が

検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

海
洋
放
出
が
最
も
短
期
間
で

費
用
も
安
く
で
き
る
と
評
価

さ
れ
、
受
け
て
、
２
０
２
１

年
４
月
13
日
に
当
時
の
政
権

が
海
洋
放
出
を
決
定
し
た
。

２
０
２
３
年
８
月
24
日
、

最
初
の
海
洋
放
出
が
強
行
さ

れ
た
。
放
出
期
間
は
30
年
程

度
と
し
て
い
る
が
、
本
当
に

30
年
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
は
分
か
ら
な
い
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
は

本
当
に
安
全
な
の
か

東
京
電
力
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

（
多
核
種
除
去
設
備
）
な
ど

の
浄
化
処
理
に
よ
っ
て
、
セ

シ
ウ
ム
や
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な
ど
、
汚
染

水
に
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム

以
外
の
60
種
類
以
上
の
放
射

性
物
質
を
除
去
で
き
る
と
言

う
が
、
１
０
０
％
除
去
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
タ

ン
ク
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
１

３
０
万
ト
ン
を
超
え
る
処
理

水
の
約
７
割
が
法
律
で
定
め

ら
れ
た
規
制
基
準
を
ク
リ
ア

で
き
て
お
ら
ず
、
東
京
電
力

は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放

射
性
物
質
に
つ
い
て
、
確
実

に
基
準
を
下
回
る
ま
で
何
度

も
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
を
繰
り
返

す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト

リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
、
１

５
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
ℓ
を
下

回
る
濃
度
に
管
理
し
て
放
出

す
る
と
言
う
。

希
釈
す
れ
ば
１
回
あ
た
り

の
放
射
性
物
質
の
量
は
少
な

く
な
る
。
し
か
し
30
年
も
の

間
海
洋
放
出
を
続
け
れ
ば
、

ト
リ
チ
ウ
ム
を
は
じ
め
多
く

の
放
射
性
物
質
が
海
中
に
蓄

積
し
て
い
く
は
ず
だ
。
そ
れ

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
魚
介

類
を
食
べ
続
け
れ
ば
、
食
物

連
鎖
で
濃
縮
さ
れ
た
放
射
性

物
質
を
体
内
に
少
し
ず
つ
貯

め
込
ん
で
、
時
間
が
経
っ
て

か
ら
ガ
ン
な
ど
を
発
症
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

海
洋
放
出
よ
り
陸
上
保
管
を

今
回
の
海
洋
放
出
に
つ
い

て
、
福
島
県
を
は
じ
め
国
内

の
漁
業
関
係
者
は
強
硬
な
反

対
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
ま

た
、
中
国
が
日
本
産
の
海
産

物
を
全
面
輸
入
禁
止
す
る
な

ど
、
海
外
か
ら
も
厳
し
い
声

が
届
い
て
い
る
。
国
連
海
洋

法
条
約
で
は
、
海
洋
汚
染
を

防
止
す
る
た
め
に
実
行
可
能

な
最
善
の
手
段
を
用
い
る
こ

と
を
定
め
て
お
り
、
今
回
の

海
洋
放
出
は
、
国
際
法
違
反

の
疑
い
さ
え
あ
る
。

こ
れ
か
ら
30
年
と
い
う
長

期
に
わ
た
る
海
洋
放
出
が
生

物
や
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
計
り
知
れ

な
い
。
海
洋
放
出
を
止
め
る

た
め
に
は
、
ま
ず
凍
土
遮
水

壁
の
漏
れ
を
粘
土
な
ど
で
補

強
し
て
地
下
水
に
よ
る
汚
染

水
の
増
加
を
完
全
に
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う

え
で
一
定
の
水
量
を
循
環
さ

せ
な
が
ら
燃
料
デ
ブ
リ
を
冷

却
す
る
方
法
に
移
行
し
、
浄

化
し
た
処
理
水
を
セ
メ
ン
ト

で
固
め
て
地
下
に
埋
設
す
る

な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
政
策
転
換
を
国
に
求
め

て
い
こ
う
。

ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

現
在
の
緊
急
課
題
と
問
題
点
を
考
え
る

現
在
の
緊
急
課
題
と
問
題
点
を
考
え
る

２
０
２
３
年
度
脱
原
発
学
習
会

主
催
：
共
同
体
組
織
委
員
会

復興庁ホームページより
「トリチウムの健康への影響は心配ありません」と書かれているが、
長期的に取り込めば体内に蓄積されることは明らか。「世界でも既に
海に流しています」ともあるが、事故を起こし、トリチウム以外の放
射性物質も混ざった状態で海に流している例は世界中どこにもない。

〈学習会当日資料より〉
各グラフの下に記載された倍率は、放射性物質
を環境へ放出する場合の国が定めた上限濃度の
何倍かを示しており、「１倍以下」のものは、全
体の34％しかない。浄化処理されたはずのタ
ンク内の水の70％近くが上限濃度を超えてい
る。（2022年12月31日現在）

東京で開かれた、原発にも化石燃料にも依存しない世界の実
現を呼びかけるイベントに、グリーンコープから13人が参加
しました。会場では環境保護を訴える音楽ライブなどもあり、
たくさんの若者も参加。集会後はパレードでアピールしました。

2023年９月18日
「ワタシのミライ No Nukes ＆ No Fossil 

再エネ100％と公正な社会を目指して」
に参加しました

•東京電力による福島第一原発の事故処理が
まるで終わったかのような政府の姿勢に憤
りしかない。

•なぜ日本は原発に舵を切ってしまったのか
と思う。

•「核と人類は共存できない」と改めて確信し
た。人がつくった化学物質や放射能汚染物
質は自然界に決して流出してはいけないこ
とを、日本は公害で学んだはず。

•今回学んだことを多くの組合員に伝え、私
たちができることを行っていくため、引き
続き学んでいきたい。

•こんな大間違いを二度と起こさないために
脱原発を実現することはもちろん、今行わ
れている事故処理の問題から目をそらさず
に声を上げて、脱原発運動を継続したい。

学習会に参加した組合員の感想（一部抜粋）

※

事
故
に
よ
り
核
燃
料
や
構
造
物
な

ど
が
溶
け
た
後
に
冷
え
て
固
ま
っ

た
も
の
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組織委員の感想（一部抜粋）

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
支
援

ネ
ッ
ト
の
活
動
に
賛
同
し
、

毎
年
組
合
員
に
募
金
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
、
次
の
よ
う
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

〇
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
療
団
へ
医
療
機
器
を

提
供

〇
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
発
行

（
年
４
回
）

〇
福
島
訪
問
（
春
秋
年
２
回
）

〇
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
療
関
係
者
・
甲
状
腺

が
ん
患
者
招
へ
い
費
用

（
２
０
２
３
年
度
よ
り
再
開
予
定
）

〇
放
射
能
測
定
用
線
量
計
購
入

ベ
ラ
ル
ー
シ
・
福
島
で
の

支
援
ネ
ッ
ト
の
活
動
報
告

•支援ネットの活動や、私たちのカン
パ金が有効に活用されていることを
知ることができて嬉しい。

•ベラルーシで原発事故時に子どもだ
った世代が大人になって甲状腺がん
を発症している問題が、福島でも起
こるのではないかと、とても恐ろし
く思った。

•若い人に原発問題に興味を持っても
らえてありがたいと思った。心が折
れる現実もたくさんあると思うが、
自分を大切にして頑張って欲しい。

•現実から目を背けたくなるようなこ
とに、若い世代が関心を持ち活動し
ていることに希望を感じた。

チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
・
福
島
を
忘
れ
な
い

〜
今
、原
発
事
故
か
ら
考
え
る
こ
と
〜

２０２３年度
共同体組織委員会

脱原発
内部学習会

37
年
前
に
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
で
は
、
今
な
お
多
く
の
人
々

が
深
刻
な
健
康
被
害
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
後
、
ベ

ラ
ル
ー
シ
の
被
災
者
を
支
援
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
ら
れ
た※

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、

支
援
ネ
ッ
ト
）は
、
現
地
の
人
々
が
必
要
と
す
る
医
療
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
組
織
委
員
会
は
、
３
月
16
日
、
支

援
ネ
ッ
ト
の
川
原
秀
之
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
２
０
２
３
年
度
脱
原
発
内
部
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
習
会
後
半
に
は
、
支
援
ネ
ッ
ト
と
共
に
福
島
を
訪
問
し

た
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

学
習
会
の
内
容
に
つ
い
て
伝
え
ま
す
。

今
も
続
く
被
ば
く
に
よ
る

甲
状
腺
が
ん
の
被
害

チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事

故
で
は
、
大
量
の
放
射
能
が

大
気
中
に
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

風
下
に
位
置
し
て
い
た
隣
国

の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
多
く

の
人
が
被
ば
く
し
、
事
故
後
、

甲
状
腺
が
ん
を
発
症
す
る
人

が
急
増
し
ま
し
た
。
事
故
か

ら
40
年
近
く
経
っ
た
今
も
、
当

時
子
ど
も
だ
っ
た
人
が
大
人

に
な
っ
て
甲
状
腺
が
ん
を
発

症
す
る
な
ど
、
原
発
事
故
に

よ
る
被
害
は
続
い
て
い
ま
す
。

支
援
ネ
ッ
ト
は
、
ベ
ラ
ル

ー
シ
の
人
々
が
定
期
的
に
検

診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
移

動
検
診
車
を
贈
り
、
現
地
の

医
療
団
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
医
療
団
は
チ
ョ
ル
ノ
ー

ビ
リ
原
発
北
西
部
の
ブ
レ
ス

ト
州
内
を
移
動
し
な
が
ら
年

間
１
万
５
千
人
の
検
診
を
行

っ
て
お
り
、
検
診
率
は
約
90

％
に
上
り
ま
す
。
現
地
の
検

査
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、

視
察
や
日
本
の
医
師
の
派
遣

も
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２

０
２
０
年
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍

や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
実
施
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
来
年
は
現
地
視
察
を

行
い
、
医
療
機
器
を
届
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
か
ら

福
島
へ
つ
な
げ
る

医
療
支
援

12
年
前
に
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た

福
島
で
は
今
も
、
甲
状
腺
が

ん
を
発
症
す
る
人
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
福

島
で
は
甲
状
腺
が
ん
の
検
査

を
受
け
る
人
は
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
支
援
ネ
ッ
ト
は
、

今
後
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
検

査
技
術
や
治
療
経
験
を
福
島

へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
が
ん
は
、
早
期
に

発
見
し
治
療
を
す
れ
ば
生
存

率
の
高
い
病
気
で
す
。
早
期

発
見
に
は
定
期
的
な
検
診
が

必
要
で
す
が
、
福
島
県
の
県

民
健
康
調
査
に
よ
る
と
、
事

故
当
時
18
歳
以
下
だ
っ
た
人

の
検
診
率
は
年
々
下
が
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
か
ら
12
年
が
経
過

し
、
今
後
さ
ら
に
検
診
率
の

低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
原

発
事
故
が
風
化
し
て
、
も
う

終
わ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、

検
診
を
控
え
る
人
も
い
る
よ

う
で
す
。
40
年
近
く
経
っ
た

今
も
甲
状
腺
が
ん
患
者
が
減

ら
な
い
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
状
況

は
、
こ
れ
か
ら
の
福
島
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

訪
問
を
続
け

福
島
の
現
状
を
広
く
伝
え
る

支
援
ネ
ッ
ト
で
は
、
年
２

回
福
島
を
訪
問
し
、
主
に
福

島
第
一
原
発
近
郊
の
帰
還
困

難
区
域
や
飯
舘
村
、
双
葉
町

や
大
熊
町
の
放
射
性
汚
染
土

な
ど
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
付
近

の
放
射
能
を
線
量
計
で
測
定

す
る
と
、
除
染
さ
れ
て
い
な

い
山
で
は
、
今
も
高
い
数
値

が
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
雨

が
降
る
と
車
中
や
屋
内
で
も

放
射
線
量
が
高
く
な
り
ま
す
。

放
射
性
物
質
の
セ
シ
ウ
ム

１
３
７
が
物
理
的
に
半
減
す

る
に
は
約
30
年
か
か
り
、
チ

ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
で
は
今
や
っ

と
半
分
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
福
島
で
半
減
す

る
の
は
２
０
４
１
年
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
な
い
こ
の
よ
う
な
福
島
の

現
状
を
、
少
し
で
も
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
、
支
援
ネ
ッ

ト
で
は
年
４
回
「
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
通
信
」
を
発
行
し
、

伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
は
若
い
人
た
ち
の
協

力
を
得
な
が
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
活
用
し
て
広
く
情
報
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

１
９
８
６
年
に
起
こ
っ
た
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事
故
の
被
災
国
で

あ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
、
30
年
以
上
日
本
の
医
療
専
門
家
と
共
に
現
地

医
療
団
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
非
営
利
団
体
。
現
在
は
活
動
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
医
療
技
術
や
経
験
を
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者

の
支
援
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
福
島
の
訪
問
・
視
察
を
行
っ
て
い
る
。

福
島
を
訪
問
す
る
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
遠
く
に
福
島
第
二
原
発
が
見

え
る
。

飯
舘
村
の
山
中
で
放
射
能
を
測
定
。

川原 秀之さん

NPO法人 チェルノブイリ
医療支援ネットワーク
理事・事務局長

支
援
ネ
ッ
ト
の
活
動
に
賛

同
し
て
、
年
に
２
回
の
福
島

視
察
に
同
行
し
た
５
人
の
大

学
生
か
ら
、
福
島
訪
問
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

•
飯
舘
村
の
山
で
「
香
茸
」
と

い
う
キ
ノ
コ
を
採
取
し
、

放
射
線
を
測
定
し
た
と
こ

ろ
、
高
い
放
射
線
量
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
原
発
事

故
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て

も
こ
ん
な
に
高
い
の
か
と
、

ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。

•
小
児
甲
状
腺
が
ん
患
者
と

家
族
の
支
援
グ
ル
ー
プ「
あ

じ
さ
い
の
会
」
と
の
交
流

で
は
、
自
分
の
年
齢
く
ら

い
の
方
が
甲
状
腺
が
ん
に

な
り
、
辛
い
思
い
を
さ
れ

て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
が
ん
に
つ

い
て
の
悩
み
を
誰
に
も
話

せ
な
い
、
差
別
や
偏
見
が

怖
い
、
治
療
が
辛
い
、
孤

独
を
感
じ
る
な
ど
、
実
際

に
話
を
聞
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

•
福
島
を
訪
問
し
な
け
れ
ば

線
量
計
が
反
応
す
る
音
を

聞
く
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、

※

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が

あ
る
風
景
が
日
常
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
九
州
に
い
た

ら
無
関
心
で
も
生
き
て
い

け
ま
す
が
、
い
つ
ど
こ
で

同
じ
こ
と
が
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
継

続
的
に
勉
強
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
若
い
人
た
ち
に
も
届

く
方
法
で
情
報
を
発
信
し

て
、
多
く
の
人
に
知
ら
せ

た
い
で
す
。

３月16日の内部学習会の会場の様子。

ベラルーシでの甲状腺がんの検診。

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の

福
島
で
の
活
動
報
告

2023年３月（カタログGREEN50～52号）に呼びかけた
東日本大震災復興支援募金への

ご協力ありがとうございました

寄せられたカンパ金は、東日本大震災で被災した福島
県、宮城県、岩手県で地域の復興に取り組む方たちを
支援する活動に使われます。

カンパ金合計 5,207,400円
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●
住
所・氏
名・年
齢・T
E
L・所
属
生
協
名

を
明
記
し
て
郵
送
ま
た
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F
A
X
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メ
ー

ル
で
お
送
り
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い
。掲
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に
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す
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※

環
境
中
の
放
射
線
を
連
続
で
測

定
す
る
装
置
。
福
島
県
内
の
約

３
，６
０
０
地
点
に
設
置
し
て

い
る
。（
福
島
県
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
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